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1.概要 

寛政 4 年 4 月 1 日（1792 年 5 月 21 日）、肥前国島原

（長崎県島原市）の雲仙岳で火山性地震が起こり、そ

れに伴い雲仙岳の海岸寄りにある眉山で山体崩壊（島

原大変）が起きた 1)。山体崩壊により生じた土砂が眉山

東側の島原湾に流れ込み津波が発生し、その津波は対

岸の肥後国（熊本県）にまで達し大規模な津波被害（肥

後迷惑）が生じた。これは、島原大変肥後迷惑と呼ば

れ死者約 1 万 5 千人と、我が国の歴史上最大の火山災

害である。島原大変肥後迷惑は、去年 3 月 11 日の東日

本大震災を彷彿させる。本研究では数値シミュレーシ

ョンにより、島原大変肥後迷惑を再現し、島原市を中

心とする周辺地域に水位変化（津波）がどのように広

がるのか、水位変化と地形との関係性について検討す

ることを目的として研究を行った。 

2.検討方法 

今回のシミュレーションには、3 次元流動モデル

MIKE3 Flow Model FM（DHI）を使用した。 

 

2-1 対象地域と対象期間 

本研究の対象地域は、島原湾周辺（長崎県、熊本県、

福岡県、佐賀県、鹿児島県）の海域（島原湾、有明海、

橘湾）である。発生時刻は 1792 年 5 月 21 日 20 時～21

時の間と伝えられているので、2011 年 5 月 21 日 20 時

～21 時の潮位を参考にして検討した。 

2-2 使用データ 

海底地形データは佐賀大学有明海総合研究プロジェ

クトより提供を受け、地形データは国土地理院 50m メ

ッシュデータ（平成 9 年 11 月 1 日発行）を参照した。

潮位データは気象庁より、崩壊に伴い発生した土砂量、

土砂の速度などの山体に関するデータは国土交通省 

九州地方整備局 雲仙復興事務所発行の冊子「島原大変」

（2003 年 6 月発行）を参考にした。潮位の参照地点と

して大浦（佐賀県）、熊本（熊本県）、苓北（熊本県）、

長崎（長崎県）、の 4 つのポイントを用いた。山体崩壊 

 

の発生時刻はこの時期の潮位を参考にして検討した。

土砂の速度は図-1 を参考にし、土砂量は「島原大変」2) 

より 3 億 m³と仮定した。 

 

3.解析結果と考察 

解析結果として津波の高さとその分布を数値と画像

で得た。結果を表す地点は、鹿島、荒尾、大浦、熊本、

国見、玉名、三角、口之津、苓北、長崎の 10 か所であ

る（図-2）。 

 

図-1 崩壊土砂の流入速度 2） 

 

 

図-2 津波の検討地点  
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図-3 検討地点における水位の時間的変化 

 

図-3 より津波発生（20 時 20 分～）からおよそ 15 分

前後で津波が対岸の熊本に到達している。これは、国

土交通省発行の「島原大変」2)の中にある、「熊本県側

の海岸に津波の第 1 波が襲ったのは約 20 分後」という

記述とほぼ同じだと考えることができる。 

島原大変肥後迷惑が起きた時の震度はおよそ M６～

７で、東日本大震災では M８～９だと言われているが、

島原大変肥後迷惑と東日本大震災の被害が同規模とな

ったのは、地震や津波が発生した時刻がほぼ満潮時だ

ったためと考えられ、潮汐のタイミングにより津波の

被害が大きくなったものだと思われる。 

また、図-3 より、熊本、玉名は 5m を超える津波が

確認できる。これは、熊本は島原より直線的に東側へ

位置しており、玉名も北東方向に直線的に位置してい

る。このことより、津波のエネルギーが途中であまり

減衰せずに到達していると思われる。さらに、鹿島、

長崎の位置は島原より回り込んでおり、近くの対岸よ

り津波が反射して到達してきていると考えられる。そ

のため、津波エネルギーが減少し到達するころには弱

いエネルギーとなっていることがわかる。 

しかし、ただその理由だけでは津波の高さを表すの

は不十分である。津波は陸に衝突すると円形に反射し

て様々な方向へとさらに津波が伝播していく。伝播し

た津波が重なり大きな津波へと発展していくケースも

ある。鹿島における水位変動を参照すると、熊本や玉

名ほどの大きな津波は無いが、2m 近くの津波が長い時

間続いていることがわかる。これは、熊本や玉名から

の津波が反射して到達した津波と思われるが、反射し

た波が他の波と重なり大きくなったと思われる。 

 

 

図-4 検討地点の最高水位と津波の到達までの経過時間 

 

図-4 は各地点での津波の高さのピーク時の高さと津

波（1m～）が最初に到達した時の経過時間を示したも

のであり、図-4 より「到達時間が早い＝津波発生地点

までの距離が近い＝津波の影響が大きい」ということ

がいえる。しかし、このグラフは海岸沿いに限った話

であり、内陸部については建物などその土地の利用状

況に応じて変化していく。 

 

4.結論 

 本研究では島原大変の津波シミュレーションにより、

津波の高さや到達時間について検討した。その結果、

地域によって大きな差が出ていることが明らかとなっ

た。また、今回のシミュレーションは短期間、また一

回の地震での範囲で考えているために島原湾（有明海、

橘湾）周辺にしか影響が出ていない。しかし実際は地

震が長時間にわたって何度も発生し、他地域にも影響

を及ぼしているはずなので、検討時間を延長し、また

地震の回数を増やすなどの条件で再度、他地域への影

響も考える必要がある。また、今回は津波の影響であ

るが、津波の高さ、時間だけでなく、波の速度や広が

り方などの様々な動きにも着目する必要がある。 
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